
ばら栽培をトータルサポート

薬剤 培養土
肥料 活力剤



１．黒星病 （通称 黒点病）

病害発生のサイン
葉に黒褐色のシミ状の斑点がつく

発生時期

５～７月、９～１１月

被害
葉はのちに黄変し、落葉する

発生を促す条件

雨が多いと発病が多い
GFベンレート

水和剤

STサプロール
乳剤

マイローズ
殺菌スプレー

【適用のある薬剤】

ベニカXファインエアゾール ベニカXファインスプレー



低
い
ほ
ど
効
果
あ
り

●黒星病にGFベンレート水和剤の萌芽前処理が効果的！

試験終了時１９週目（6/28）

【発芽と萌芽】
種子の胚が発育を始めることを発芽といい、多年草や樹木等の生長を停止していた芽が生長を始めることを萌芽といいます。

【萌芽前】

【萌芽後】

GFベンレート水和剤（萌芽前処理（3/7））

ばらの黒星病に対するベンレート水和剤の効果（発病葉率）
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試験日：2012/2/21～6/27 試験場所：弊社研究開発部製品開発センター

無処理
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ﾌﾗﾝｸﾘｰｽｶｰﾚｯﾄデータ

		調査方法 チョウサホウホウ		1試験区から任意の4シュートを選び、100葉調査する。(1シュート25枚：一番上の5枚葉から下へ向かって順に25枚） シケンクニンイエラヨウチョウサマイイチバンウエマイヨウシタムジュンマイ

		〔レベル判定方法〕　0：無発病　　　1：25％以下　　2：25～50％　　　3：50～75％　　　4：75％以上 ハンテイホウホウムハツビョウイカイジョウ

		41,060																																																														表1.ベンレート水和剤の予防的処理によるバラの黒星病に対する効果 ヒョウスイワザイヨボウテキショリクロホシビョウタイコウカ																										試験区 シケンク				発病葉率の推移 ハツビョウヨウリツスイイ

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ																発病葉率の推移 ハツビョウヨウリツスイイ																										(発病葉率の推移） ハツビョウヨウリツスイイ										(%)																		0		15		16		17		18		19

						0		1		2		3		4																								15ｗ		16ｗ		17ｗ		18ｗ		19ｗ																		試験区 シケンク		発病葉率の推移 ハツビョウヨウリツスイイ																								GFベンレート水和剤（萌芽後展開前処理） スイワザイホウガ		0.0		0.5		0.5		6.5		18.5		21.0

		ベンレート2000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 バイハツガゴテンカイマエショリ		1		100		0		0		0		0		100		0.0		0.0																ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 スイワザイ		0.5		0.5		6.5		18.5		21.0																				15ｗ		16ｗ		17ｗ		18ｗ		19ｗ

				2		99		1		0		0		0		100		1.0		0.3																																												ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　萌芽後展開前処理 スイワザイホウガ		0.5		0.5		6.5		18.5		21.0																無処理 ムショリ		0.0		9.0		15.0		32.5		51.5		61.0

						99.5		0.5		0.0		0.0		0.0		100.0		0.5		0.1		95.0														ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　展開後発病前処理 スイワザイゴハツビョウマエショリ		3.0		6.5		14.0		19.5		23.5

																																																																ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　展開後発病前処理 スイワザイゴハツビョウマエショリ		3.0		6.5		14.0		19.5		23.5

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ														ダコニール1000　1000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 バイ		4.5		5.5		15.5		21.0		28.5

						0		1		2		3		4																																																		ダコニール1000　1000倍　　　　　　　萌芽後展開前処理 バイホウガ		4.5		5.5		15.5		21.0		28.5

		ダコニール1000　　　　　　　　発芽後展開前処理		1		96		4		0		0		0		100		4.0		1.0																無処理 ムショリ		9.0		15.0		32.5		51.5		61.0

				2		95		5		0		0		0		100		5.0		1.3																																												無処理 ムショリ		9.0		15.0		32.5		51.5		61.0

						95.5		4.5		0.0		0.0		0.0		100.0		4.5		1.1		55.0

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4																								発病度の推移 ハツビョウドスイイ

		ベンレート2000倍　　　　　　　展開後発病前処理 バイテンカイゴハツビョウマエショリ		1		94		6		0		0		0		100		6.0		1.5																		15ｗ		16ｗ		17ｗ		18ｗ		19ｗ

				2		100		0		0		0		0		100		0.0		0.0																ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 スイワザイ		0.1		0.1		1.8		6.6		9.3

						97.0		3.0		0.0		0.0		0.0		100.0		3.0		0.8		70.0

																																				ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　展開後発病前処理 スイワザイゴハツビョウマエショリ		0.8		1.8		4.0		9.8		12.3

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4																						ダコニール1000　1000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 バイ		1.1		1.5		4.1		11.9		14.6																		表2.ベンレート水和剤の予防的処理によるバラの黒星病に対する効果 ヒョウスイワザイヨボウテキショリクロホシビョウタイコウカ

		無処理 ムショリ		1		86		13		1		0		0		100		14.0		3.8																																												(発病度の推移） ハツビョウドスイイ

				2		96		3		1		0		0		100		4.0		1.3																無処理 ムショリ		2.5		6.0		10.5		24.3		32.5																		試験区 シケンク		発病度の推移 ハツビョウドスイイ

				平均 ヘイキン		91.0		8.0		1.0		0.0		0.0		100.0		9.0		2.5																																														15ｗ		16ｗ		17ｗ		18ｗ		19ｗ

																																																																ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 スイワザイ		0.1		0.1		1.8		6.6		9.3

		41,068

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ																																										ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　展開後発病前処理 スイワザイゴハツビョウマエショリ		0.8		1.8		4.0		9.8		12.3

						0		1		2		3		4																								防除価の推移 ボウジョカスイイ

		ベンレート2000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 バイハツガゴテンカイマエショリ		1		100		0		0		0		0		100		0.0		0.0																		15ｗ		16ｗ		17ｗ		18ｗ		19ｗ																		ダコニール1000　1000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 バイ		1.1		1.5		4.1		11.9		14.6

				2		99		1		0		0		0		100		1.0		0.3																ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 スイワザイ		95.0		97.9		83.3		72.7		61.9

						99.5		0.5		0.0		0.0		0.0		100.0		0.5		0.1		97.9																																										無処理 ムショリ		2.5		6.0		10.5		24.3		32.5

																																				ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　展開後発病前処理 スイワザイゴハツビョウマエショリ		70.0		70.8		61.9		59.8		49.5

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4																						ダコニール1000　1000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 バイ		55.0		75.0		60.7		51.0		39.7

		ダコニール1000　　　　　　　　発芽後展開前処理		1		94		5		1		0		0		100		6.0		1.8

				2		95		5		0		0		0		100		5.0		1.3																無処理 ムショリ

						94.5		5.0		0.5		0.0		0.0		100.0		5.5		1.5		75.0

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4																																																		表3.ベンレート水和剤の予防的処理によるバラの黒星病に対する効果 ヒョウスイワザイヨボウテキショリクロホシビョウタイコウカ

		ベンレート2000倍　　　　　　　展開後発病前処理 バイテンカイゴハツビョウマエショリ		1		90		9		1		0		0		100		10.0		2.8																																												(防除価の推移） ボウジョカスイイ

				2		97		3		0		0		0		100		3.0		0.8																																												試験区 シケンク		防除価の推移 ボウジョカスイイ

						93.5		6.0		0.5		0.0		0.0		100.0		6.5		1.8		70.8																																												15ｗ		16ｗ		17ｗ		18ｗ		19ｗ

																																																																ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 スイワザイ		95.0		97.9		83.3		72.7		61.9

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4																																																		ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　展開後発病前処理 スイワザイゴハツビョウマエショリ		70.0		70.8		61.9		59.8		49.5

		無処理 ムショリ		1		80		16		2		0		2		100		20.0		7.0

				2		90		5		2		1		2		100		10.0		5.0																																												ダコニール1000　1000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 バイ		55.0		75.0		60.7		51.0		39.7

				平均 ヘイキン		85.0		10.5		2.0		0.5		2.0		100.0		15.0		6.0

		41,074

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4

		ベンレート2000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 バイハツガゴテンカイマエショリ		1		96		4		0		0		0		100		4.0		1.0

				2		91		8		1		0		0		100		9.0		2.5

						93.5		6.0		0.5		0.0		0.0		100.0		6.5		1.8		83.3

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4

		ダコニール1000　　　　　　　　発芽後展開前処理		1		86		13		1		0		0		100		14.0		3.8

				2		83		16		1		0		0		100		17.0		4.5

						84.5		14.5		1.0		0.0		0.0		100.0		15.5		4.1		60.7

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4

		ベンレート2000倍　　　　　　　展開後発病前処理 バイテンカイゴハツビョウマエショリ		1		82		16		1		1		0		100		18.0		5.3

				2		90		9		1		0		0		100		10.0		2.8

						86.0		12.5		1.0		0.5		0.0		100.0		14.0		4.0		61.9

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4

		無処理 ムショリ		1		65		26		9		0		0		100		35.0		11.0

				2		70		25		2		1		2		100		30.0		10.0

				平均 ヘイキン		67.5		25.5		5.5		0.5		1.0		100.0		32.5		10.5

		41,082

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4

		ベンレート2000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 バイハツガゴテンカイマエショリ		1		78		18		4		0		0		100		22.0		6.5

				2		85		10		1		1		3		100		15.0		6.8

						81.5		14.0		2.5		0.5		1.5		100.0		18.5		6.6		72.7

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4

		ダコニール1000　　　　　　　　発芽後展開前処理		1		74		10		1		4		11		100		26.0		17.0

				2		84		12		0		1		3		100		16.0		6.8

						79.0		11.0		0.5		2.5		7.0		100.0		21.0		11.9		51.0

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4

		ベンレート2000倍　　　　　　　展開後発病前処理 バイテンカイゴハツビョウマエショリ		1		83		9		3		1		4		100		17.0		8.5

				2		78		12		3		2		5		100		22.0		11.0

						80.5		10.5		3.0		1.5		4.5		100.0		19.5		9.8		59.8

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4

		無処理 ムショリ		1		47		34		5		2		12		100		53.0		24.5

				2		50		28		9		2		11		100		50.0		24.0

				平均 ヘイキン		48.5		31.0		7.0		2.0		11.5		100.0		51.5		24.3

		41,087

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4

		ベンレート2000倍　　　　　　　発芽後展開前処理 バイハツガゴテンカイマエショリ		1		82		15		1		1		1		100		18.0		6.0

				2		76		14		1		2		7		100		24.0		12.5

						79.0		14.5		1.0		1.5		4.0		100.0		21.0		9.3		61.9

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4

		ダコニール1000　　　　　　　　発芽後展開前処理		1		80		10		1		1		8		100		20.0		11.8

				2		73		18		1		1		7		100		27.0		12.8

						76.5		14.0		1.0		1.0		7.5		100.0		23.5		12.3		49.5

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4

		ベンレート2000倍　　　　　　　展開後発病前処理 バイテンカイゴハツビョウマエショリ		1		60		23		2		0		15		100		40.0		21.8

				2		83		10		4		0		3		100		17.0		7.5

						71.5		16.5		3.0		0.0		9.0		100.0		28.5		14.6		39.7

		試験区 シケンク		反復 ハンプク		判定レベル ハンテイ										葉枚数 ヨウマイスウ		発病葉率 ハツビョウヨウリツ		発病度 ハツビョウド		防除価 ボウジョカ

						0		1		2		3		4

		無処理 ムショリ		1		46		29		4		3		18		100		54.0		29.5

				2		32		36		10		2		20		100		68.0		35.5

				平均 ヘイキン		39.0		32.5		7.0		2.5		19.0		100.0		61.0		32.5





ﾌﾗﾝｸﾘｰｽｶｰﾚｯﾄデータ

		



ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　発芽後展開前処理

ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　展開後発病前処理

ダコニール1000　1000倍　　　　　　　発芽後展開前処理

無処理

経過週数

発病葉率(%)

図1.バラの黒星病に対する効果（発病葉率）



		



ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　発芽後展開前処理

ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　展開後発病前処理

ダコニール1000　1000倍　　　　　　　発芽後展開前処理

無処理

経過週数

発病度

図2.バラの黒星病に対する効果（発病度)



		



ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　発芽後展開前処理

ベンレート水和剤　2000倍　　　　　　　展開後発病前処理

ダコニール1000　1000倍　　　　　　　発芽後展開前処理

無処理

経過週数

防除価

図3.バラの黒星病に対する効果(防除価)



		



GFベンレート水和剤（萌芽後展開前処理）

無処理

経過日数（週）

発病葉率（％）

ばらの黒星病に対するベンレート水和剤の効果（発病葉率）





２．うどんこ病

病害発生のサイン

小麦粉をまぶしたような白いカビ

発生時期
４～１１月

被害

葉がよじれる、波打ったり落葉する

発生を促す条件

比較的冷涼で、しかも

乾燥すると発生しやすい

顕微鏡 1000倍

GFベンレート
水和剤

STサプロール
乳剤

マイローズ
殺菌スプレー

【適用のある薬剤】

ベニカXファインエアゾール ベニカXファインスプレー



３．灰色かび病

病害発生のサイン

花弁に斑点、葉先の変色

発生時期

6月、9~11月
被害

・花弁に斑点、つぼみの枯れ込み。

・葉の先端から変色・萎縮し灰色のカビ発生。

・枝では切口から変色し枝枯れを誘発。

発生を促す条件

比較的冷涼で高湿度

梅雨時、秋雨時に多発

【適用のある薬剤】

ベニカXファインスプレー



４．アブラムシ類

発生のサイン
新芽や茎、蕾に小さい虫が群生する

発生時期

４～１０月（特に新芽の伸長期）

被害

１．生育が阻害され、
開花にも影響

２．排泄物に「すす病」が発生し、

美観を損ねる

ベニカXファイン
スプレー

オルトランDX粒剤 ベニカ水溶剤

【適用のある薬剤】

ベニカXファイン
エアゾール

ベニカR乳剤



マメコガネ成虫

成虫は体長9～12mm。

暗緑色で光沢がある。

昼行性で灯火には飛来しない。

年1回発生、幼虫越冬、4月下旬

蛹化し、6～9月新成虫が現れる。

幼虫の体長は老齢幼虫で約25mm。

５．コガネムシ成虫

ヒメコガネ成虫

成虫は体長12～16mm。
青藍色、銅赤色、緑色で金属光沢がある。
夜行性で灯火に飛来。年1回発生。幼虫越冬。
5月下旬～蛹化し、6月下旬～9月下旬に
新成虫が現れる。
幼虫は老齢幼虫で体長約25mm。

ベニカXファイン
スプレー

【適用のある薬剤】

ベニカR乳剤



６．コガネムシ幼虫 コガネムシ幼虫

ベニカ水溶剤

【適用のある薬剤】

【被害】
根を食害します。

生育が著しく悪くなります。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

成虫が現れる

幼虫が地中にいる

幼虫が地中にいる

コガネムシの発生サイクル
（マメコガネ）

蛹になる

卵

東海地方の発生例

オルトランDX粒剤

２，０００倍液
１㎡当り１㍑
株元の土に
ジョウロなどで散布

２ｇ／株(但し、
４０ｇ／㎡まで)

株元に散布

退治のタイミングは年３回（７、８、９月）



７．チュウレンジハバチ
発生のサイン

葉の形がおかしい！
葉裏にアオムシに似た幼虫が群生する

発生時期

５～１１月

被害

葉が食べつくされ樹勢が衰える

もうひと言・・・

成虫の産卵痕は
裂け目になって、
病原菌が入りやすい

群生した幼虫と産卵痕 成虫

ベニカXファイン
スプレー

【適用のある薬剤】

ベニカXファイン
エアゾール

産卵痕

ベニカR乳剤オルトランDX粒剤



８．カイガラムシ
(バラシロカイガラムシ)

発生のサイン
枝や幹に扁平で円い白色の
カイガラに似たものがついている

発生時期
年中（幼虫は６～７月、８～１０月に発生）

被害

１．吸汁によって、樹勢が衰える
２．排泄物がすす病を誘発 ⇒ 美観を損ねる

幹に群生した様子

もうひと言・・・
雌成虫は生涯固着し、
移動しない

【適用のある薬剤】

カイガラムシエアゾール
一年中使える！
冬期の成虫にも！



９．バラゾウムシ
（クロケシツブチョッキリ）

発生のサイン

「蕾が首を垂れている」
「新芽が茶色に枯れている」

発生時期
４～８月

被害

蕾がつぎつぎに加害される

ベニカXファイン
スプレー

【適用のある薬剤】

クロケシツブチョッキリ

被害の様子

ベニカR乳剤

薬剤散布のタイミング

蕾が着いたらすぐ！

１～2週間持続

約３週間持続

オルトランDX粒剤

株元にまくだけ



１０．ヨトウムシ

発生のサイン

「蕾がかじられている！」

発生時期

４～８月

被害

蕾がつぎつぎに
加害される

食害の様子

食害された蕾が開花し始めた様子

ベニカXファイン
スプレー

【適用のある薬剤】

ベニカR乳剤

※適用害虫名は
「ハスモンヨトウ」



発生のサイン

「蕾をゆすると、中から
小さな虫が這い出してくる！」

発生時期
４～７月
被害

蕾がつぎつぎに加害される

加害された蕾が開花したところ

１１．アザミウマ
（ヒラズハナアザミウマ）

ベニカXファイン
スプレー

【適用のある薬剤】

ベニカR乳剤

１～2週間持続

～
オルトランDX粒剤

オス メス

薬剤散布のタイミングは、蕾が割れ
はじめる(糸目がつく)頃まで！

ベニカ水溶剤



発生のサイン

「葉に白いカスリ状の斑点」
「赤や淡黄色の小さな虫」

発生時期

5～10月

被害

１．吸汁によって、樹勢が衰える
２．発生が多いと糸に覆われる

１２．ハダニ類
（ｶﾝｻﾞﾜﾊﾀﾞﾆ、ﾅﾐﾊﾀﾞﾆ）

ベニカXファイン
スプレー

ダニ太郎 バロックフロアブル

【適用のある薬剤】

ベニカR乳剤



１３．カミキリムシ
（ゴマダラカミキリ）

発生のサイン

「樹皮が削られている」
「株元からおがくずが出ている」

発生時期
５～７月に成虫が飛来し産卵
７～8月に孵化した幼虫が株元に食入

被害
主な被害は幼虫による幹の食害で

被害が進むと枝枯れ、株枯れを生じる

若齢幼虫

ゴマダラカミキリ成虫

被害を受け
枯れたバラ

成虫を見かけたら、すぐに補殺！

園芸用
キンチョールE

【適用のある薬剤】

幼虫
対策に！

卵



ばらの
適用病害虫

ﾍﾞﾆｶＸﾌｧｲﾝ
ｽﾌﾟﾚｰ

ﾍﾞﾆｶＸﾌｧｲﾝ
ｴｱｿﾞｰﾙ

ｵﾙﾄﾗﾝＤＸ
粒剤 ﾍﾞﾆｶ水溶剤 ﾍﾞﾆｶR 乳剤

ｶｲｶﾞﾗﾑｼ
ｴｱｿﾞｰﾙ

園芸用
ｷﾝﾁｮｰﾙE

ＧＦﾍﾞﾝﾚｰﾄ
水和剤

ＳＴｻﾌﾟﾛｰﾙ
乳剤

ﾏｲﾛｰｽﾞ
殺菌ｽﾌﾟﾚｰ ダニ太郎

バロック
フロアブル

黒星病 ● ● ● ● ●

うどんこ病 ● ● ● ● ●

灰色かび病 ●

アブラムシ ● ● ● ● ●
コガネムシ成

虫 ● ●

コガネムシ幼
虫 ● ●

ハバチ ● ● ● ●

カイガラムシ ●

ｸﾛｹｼﾂﾌﾞﾁｮｯｷﾘ ● ● ●

ヨトウムシ ● ●

アザミウマ ● ● ● ●

ハダニ ● ● ● ●

カミキリムシ ●



GFベンレート水和剤

ベニカＸファイン
スプレー

ベニカＸファイン
エアゾール STサプロール乳剤 マイローズ殺菌スプレー

ローテーション散布

種
類(

作
用
性)

の
異
な
る

殺
菌
剤
と
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
は

薬
剤
耐
性
菌
の

出
現
回
避
に
効
果
的
で
す
。



商品名 殺菌剤の種類 作用性 予防治療
ば
ら

STサプロール乳剤 ＥＢＩ剤 病原菌の細胞膜成分の合成を阻害する ● ● ●
マイローズ殺菌スプレー ＥＢＩ剤 病原菌の細胞膜成分の合成を阻害する ● ● ●

GFベンレート水和剤 ベンゾイミダゾール系 病原菌の細胞分裂を阻害する ● ● ●
ベニカⅩファインスプレー アニリノピリミジン系 病原菌のアミノ酸やタンパク質の合成を阻害 ● ●

ベニカⅩファインエアゾール アニリノピリミジン系 病原菌のアミノ酸やタンパク質の合成を阻害 ● ●
ベニカⅩスプレー ＥＢＩ剤 病原菌の細胞膜成分の合成を阻害する ● ● ●

トップジンＭ（ｿﾞﾙ、ｽﾌﾟﾚｰ、ﾍﾟｰｽﾄ） ベンゾイミダゾール系 病原菌の細胞分裂を阻害する ● ● ●
モスピラン・トップジンＭスプレー ベンゾイミダゾール系 病原菌の細胞分裂を阻害する ● ● ●

モストップジンＲスプレー ベンゾイミダゾール系 病原菌の細胞分裂を阻害する ● ● ●
ｻﾝｹｲオーソサイド水和剤80 有機塩素系 病原菌の酵素に作用する ● ●

STダコニール１０００ 有機塩素系 病原菌の酵素に作用する ● ●
ｻﾝｹｲエムダイファー ジチオカーバメート系 病原菌の酵素に作用する ● ●

カリグリーン 炭酸水素塩 細胞のｲｵﾝﾊﾞﾗﾝｽを崩し細胞の機能障害を起こす ● ●
サンボルドー 銅殺菌剤 病原菌の酵素に作用する ●
ストマイ液剤20 抗生物質 タンパク質の合成を阻害する ●
レンテミン液剤 シイタケ菌糸体抽出物 ウイルス粒子を不活性化する ●

（参考）殺菌剤の種類と作用性

GFベンレート水和剤（ﾍﾞﾝｿﾞｲﾐﾀﾞｿﾞｰﾙ系）

緑ベニカⅩファインスプレー
ベニカⅩファインエアゾール（ｱﾆﾘﾉﾋﾟﾘﾐｼﾞﾝ系） 青

ＳＴサプロール乳剤、 マイローズ殺菌スプレー（ＥＢＩ剤）

赤



温度によって溶け出す肥料が調節されます。

植物の生育が盛んな暖かい

時期は溶け出す量が増え、

生育が遅い寒い時期には

溶け出す量が減ります。

・ばらまくだけで効く！
・無駄なく、長く効く！
・肥料焼けもしない！
・生育に合った栄養補給！

マイローズばらの肥料粒状肥料

【リリースコントロールテクノロジー＝温度対応溶出技術】

土にばらまくだけで効く！

混ぜこんでも効く！
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化成肥料2ｇ　　25℃

化成肥料2ｇ　　5℃

温度によって
溶け出す量が
調節されます！

温度に関係なく
溶けだしています。

ﾏｲﾛｰｽﾞばらの肥料
に使用されている
ｺｰﾃｨﾝｸﾞ肥料

ｺｰﾃｨﾝｸﾞされてない
化成肥料


Graph1

		5分後		5分後

		3時間後		3時間後

		1日後		1日後



被覆肥料2ｇ　　25℃

被覆肥料2ｇ　　5℃

EC値（mS/cm）

0.125

0.136

0.414

0.186

0.619

0.309



121102送付

								(mS/ｃｍ)

				5分後 フンゴ		3時間後 ジカンゴ		1日後 ニチゴ

		被覆肥料2ｇ　　25℃ ヒフクヒリョウ		0.125		0.414		0.619

		被覆肥料2ｇ　　5℃ ヒフクヒリョウ		0.136		0.186		0.309

								(mS/ｃｍ)

				5分後 フンゴ		3時間後 ジカンゴ		1日後 ニチゴ

		化成肥料2ｇ　　25℃ カセイヒリョウ		10.82		16.28		18.6

		化成肥料2ｇ　　5℃ カセイヒリョウ		10.65		16.62		19.7

								(mS/ｃｍ)

				5分後 フンゴ		3時間後 ジカンゴ		1日後 ニチゴ

		被覆肥料8ｇ　　25℃ ヒフクヒリョウ		0.285		0.487		1.012

		被覆肥料8ｇ　　5℃ ヒフクヒリョウ		0.143		0.303		0.534

								(mS/ｃｍ)

				5分後 フンゴ		3時間後 ジカンゴ		1日後 ニチゴ

		化成肥料8ｇ　　25℃ カセイヒリョウ		41.8		48.4		55.1

		化成肥料8ｇ　　5℃		32.4		44.6		51.7





121102送付

		



被覆肥料8ｇ　　25℃

被覆肥料8ｇ　　5℃

EC値（mS/cm）



		



被覆肥料2ｇ　　25℃

被覆肥料2ｇ　　5℃

EC値（mS/cm）



		



化成肥料2ｇ　　25℃

化成肥料2ｇ　　5℃

EC値（mS/cm）



		



化成肥料8ｇ　　25℃

化成肥料8ｇ　　5℃

EC値（mS/cm）




Graph3

		5分後		5分後

		3時間後		3時間後

		1日後		1日後



化成肥料2ｇ　　25℃

化成肥料2ｇ　　5℃

EC値（mS/cm）

10.82

10.65

16.28

16.62

18.6

19.7



121102送付

								(mS/ｃｍ)

				5分後 フンゴ		3時間後 ジカンゴ		1日後 ニチゴ

		被覆肥料2ｇ　　25℃ ヒフクヒリョウ		0.125		0.414		0.619

		被覆肥料2ｇ　　5℃ ヒフクヒリョウ		0.136		0.186		0.309

								(mS/ｃｍ)

				5分後 フンゴ		3時間後 ジカンゴ		1日後 ニチゴ

		化成肥料2ｇ　　25℃ カセイヒリョウ		10.82		16.28		18.6

		化成肥料2ｇ　　5℃ カセイヒリョウ		10.65		16.62		19.7

								(mS/ｃｍ)

				5分後 フンゴ		3時間後 ジカンゴ		1日後 ニチゴ

		被覆肥料8ｇ　　25℃ ヒフクヒリョウ		0.285		0.487		1.012

		被覆肥料8ｇ　　5℃ ヒフクヒリョウ		0.143		0.303		0.534

								(mS/ｃｍ)

				5分後 フンゴ		3時間後 ジカンゴ		1日後 ニチゴ

		化成肥料8ｇ　　25℃ カセイヒリョウ		41.8		48.4		55.1

		化成肥料8ｇ　　5℃		32.4		44.6		51.7
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被覆肥料8ｇ　　25℃

被覆肥料8ｇ　　5℃

EC値（mS/cm）



		



被覆肥料2ｇ　　25℃

被覆肥料2ｇ　　5℃

EC値（mS/cm）



		



化成肥料2ｇ　　25℃

化成肥料2ｇ　　5℃

EC値（mS/cm）



		



化成肥料8ｇ　　25℃

化成肥料8ｇ　　5℃

EC値（mS/cm）





有島先生もオススメ！

【プロフィール】
有島 薫（ありしま・かおる）
NHK趣味の園芸講師。
グリーンアドバイザー園芸ソムリエ。
バラ栽培のアドバイザーとして、特に
バラの鉢栽培に精通し、講習会など
で広く実践的な指導を行っている。

園芸ソムリエ

マイローズばらの液体肥料

「マイローズ ばらの液体肥料
は、天然有機の働きで有用な
菌類バランスが整い、

地力を高めて、ばらの『根力』
をつけます！」

ネヂカラ

液体肥料



マイローズばらの活力剤活力剤

使用場面 標準倍率 水１L当り 使用間隔

植え替え

１００倍
１０ｍｌ

(キャップ１／２杯)
1週間に1回

苗の植え付け

さし木

葉面散布 ２００倍
５ｍｌ

(キャップ１／４杯)

【おすすめ使用場面】
●ばら苗の植え付け、さし木、植え替え時に
●暑さで株がバテ気味、
寒さへの抵抗性をつけたい時に
●根の張りを良くしたい、株に元気がない時に

施用時期 マイローズばらの活力剤 使用間隔・施用回数 目的
2月中旬～下旬 単独使用

1週間～10日毎に

春の開花のため3月上旬～中旬 液肥（通常の1/2濃度）との混合使用
3月中旬～4月中旬 液肥（通常濃度）との混合使用
6月中旬～7月中旬 液肥（通常濃度）との混合使用 花後の回復
8月上旬～中旬 単独使用

秋の開花のため8月中旬～下旬 液肥（通常の1/2濃度）との混合使用
9月上旬～10月中旬 液肥（通常濃度）との混合使用

【マイローズばらの活力剤と液体肥料の混用使用例】
春の開花、花後の回復、秋の開花のために、液体肥料との混合使用がおすすめ！



マイローズばらの培養土

特長

①ローズアドバイザー有島薫氏監修の

「ばら専用培養土」

②保水性・保肥力・排水性・通気性・ばらに適したｐＨ（弱酸性）

③赤玉土・熟成馬ふん堆肥・腐葉土などの

厳選素材ブレンド

④腐植酸苦土、有用微生物資材、鉄ポリフェノール

土に活力！ 善玉菌 葉を青々と

株を支える 土壌改良＆肥料分

根張りが良くなる！丈夫に育つ！



マイローズばらの培養土

【特長】ローズアドバイザー有島薫氏監修の「ばら専用培養土」

ばら：コーネリア

ばら：アカデミア 良いシュートが出て、生育順調！

根張りも良好！

有島薫邸にて

2016年1月29日
2016年5月9日

2016年1月17日
2016年7月１日

プロが認める

何度も試作を
繰り返し、納得
できるまで3年
かかりました。



【特長①】ばらを美しく、長く、大きく咲かせる栄養分を配合。

※処理
１３日後

マイローズばらを長く楽しむ切花液切花活力剤

【特長②】ウォーターケア処方
抗菌剤が水の吸い上げを阻害する
バクテリア、カビの繁殖を防ぎます。
臭いや水の汚れを抑え、不純物を
沈殿させて水の性質を整え切花の
鮮度を保ちます。

※処理
14日後

〒103-0016東京都中央区日本橋小網町1-8
●商品についてのお問い合せ先

TEL：03-3663-1128（イイニワ）
（9：30～12：00/13：00～16：30/土、日、祝日を除く）

この印刷物の記載内容は2018年1月20日現在の内容です。

www.sc-engei.co.jp
住友化学園芸株式会社 無断複写・転載を禁ず
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